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ブレンターノのメールヒェンについては，従来， タールマンに代表される次
のような評価が一般的であった。 「彼のメールヒェンには哲学的背景も未来へ
の思弁もなければ， ティークやノヴァーリスの著作物に含まれているような創
造的素質の逆説もない｡｣'）「すべてが素材であって，深みはかけらもない｡｣2）
しかし， さすがにタールマンも，ブレンターノのことを，求める言葉が易々と
口をついて出てきて，創造の苦しみなど知ることのなかった幸福な詩人とは考
えていない。それでも，一般的に，ブレンターノのメールヒェンの中に，詩人
の生と苦悩の物語や詩人の存在に関わることなど， ことのほか深刻な問題を読
み取ろうとする態度は， どこか場違いなこと，大げさすぎることとみなされる
傾向があった｡3）
しかし， この詩人に関する研究が進み，その複雑な人間性が明らかになるに
つれ，上記の傾向にも徐々に反省が加えられるようになってきた。例えば，ケ
ンプはハンザー版全集のあとがきにこう書いている。「(……）仔細に検討した
1り，冗談の中に真剣さを， 『歌の中に深い苦しみ』を認めるには，その世界は
居心地が良すぎるために， （詩人の）そのように普通でない性格はしばしば誤
認され，誤解されざるを得なかった， と言える｡｣4）（括弧は筆者）確かに，ブ
レンターノのメールヒェンは，その居心地の良さや見掛けの素朴さにもかかわ
らず，詩人と詩作との関係において，到底見逃すことのできない数々の重要な
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問題を含んでいるのである。
本稿は， 『ファンファーリースヒェン・シェーネフュースヒェンのメールヒェ
ン』 （以下『ファンファーリースヒェン』と略す）を題材に，ブレンターノの
メールヒェンの大きな特徴である言葉遊びに検討を加えつつ，作品中に，当
うう･シタシ・一
時，詩人の心を占めていた詩的言語・詩的想像力の問題に関する彼自身の寓意
的解釈を読み取り，ひいては，詩人と詩作との関わりにひとつの考察を試みる
ものである。
ブレンターノは, 10年来続いてきた『ロザリオのロマンツェ』の執筆を，
1812年に遂に断念する。執筆の動機は，フリューヴアルトが語るように， これ
まで地上の愛の中に求めて得られなかった存在の調和を， 自己存在の孤独つ
まり芸術作品の中に見つけ出そうとすることだった5)のだが，詩人のこの極め
て意志的な努力も，圧倒的なファンタジーの大波の前に，遂に挫折せざるを得
なかった｡6)その後，1815／16年には『ゴッケルとヒンケルのメールヒェン』
が，そして彼のカトリック改宗の前年に当たる1816年には，ファンタジーと自
けなげ
己の詩作行為に関する反省を含む『健気なカスペルルと美しいアンネルルの物
語』が成立している。 『ファンファーリースヒェン』は,1805-11年に一度断
片の形で残され， 1816年頃に現在の姿にまとめられたと考えられている｡7）
改宗直前のこの時期，詩人の内面の分裂と動揺，それに詩人と現実との不調
和は， もはや修復不可能な程に悪化していた。詩人を苦しめるのは，実生活に
おいては，愛の喪失であり，詩作においては，制御不可能なファンタジーのデ
モーニッシュな駆り立てであった。愛の喪失とそのためにますますつのる愛へ
の渇望， これが詩人を繰り返し繰り返し詩作へと駆り立てるのである。詩人は，
愛の不完全な代償物とは知りつつ，そのファンタジーの救済力に頼って， まだ
内面の分裂・世界との分裂を知らず，世界との幸福な一体感に安らっている子
供の世界へと自分自身を解放しようとする。愛からの疎外が，補償的・幼児退
－26－
プレンターノ： 『ファンファーリースヒェン』について
行的に，詩人をメールヒェンの世界へと誘う。つまり， メールヒェン執筆は，
詩人のアイデンティティ回復に関わる極めて重要な問題を含んでいるのである。
確かに，その際，彼の子供時代の記憶もしばしば甦るけれども，詩人が呼び出
すのは，彼の実体験・回想としての子供時代ではなく， 自らが体験できなかっ
た理想像としての子供時代である。彼の実際の子供時代は，無理解な大人たち
の視線の前に枯れてしまった時代だったからである。
周知のとおり，ブレンターノの『イタリア・メールヒェン』には，バジーレ
のメールヒェン集『ペンタメローネ（五日物語） 』が下敷きになっており，
『ファンファーリースヒェン』の基本的な筋立ても，その4日目・第5話の
『龍』 (,,LoDragone")に負っている。しかし，『ファンファーリースヒェ
ン』は，その独特な豊かな肉付けにより，全くブレンターノ独自のものとなっ
ている。なかでも，最も著しい特徴として，登場人物・土地に対する詩人の卓
抜な命名行為に触れなければならないだろう。
『ファンファーリースヒェン』はこのように始まる。
EswareinmaleinK6nig,derhieBJerum,undseinLand
hieBSkandalia,underregierteinderStadtBesserdich.、｛
DieserJerumwargarnichtvielwert,erqualteseinearmen
UntertanenbisaufsBlut,sodaBsiejahrausjahreinschrieen:
"0Jerum,ojerum,siehaufSkandaliaundbesserdich!.@(386)
（試訳)8)昔々，ひとりの王がおりました。名をイェールムといい，
王の国はスカンダーリアといいました。そして王はベッサーディヒ
という町を治めておりました。このイェールム王は全くの役立たず
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で，王は家来たちをとことん苦しめたため，かわいそうに彼らは年
オー．イェールム
がら年じゅうこう叫んでいる始末でした。 「やれやれ，王イェール
ベ ツ サ － デ イ ヒ
ムよ’スカンダーリアを顧みて，御改心下さいますように！ 」
このような言葉遊びは，バジーレの原作には見当たらないものである。極めて
機知に富んだやり方で、 「やれやれ！」という間投詞（原義は「お－， イエス
よ！」）が王の名前となり，スキャンダルが国の名前の由来となり， 「改心せ
よ！」という命令文が町の名前となっている。メッセージの伝達という効用性
につなぎ留められた流通言語が，固有名詞に格上げされることで，本来は自分
自身を他から区別する記号にすぎない固有名詞に，過剰な程に意味が充填され
る。また，流通言語の方も，比愉的用法から解放されて，登場人物・土地とい
う具体的な肉体を獲得する。こうして，言葉と物との間に呪術的一体性が成立
する。
もちろんこれは，裏を返せば，流通言語への異議申し立てであり，理性・合
理性を標傍する啓蒙主義への抗議声明でもある。しかし，詩人による社会批判
には一貫性がなく， しばしばなされる詩人フォスに対するあてこすりも多分に
気分的なものであって，詩人の関心はより以上に，言葉そのものに向けられて
いるように思われる。
詩人の命名行為をもう少し立ち入って検討してみよう。作品中には，例えば，
次のような記述がある。
パ UndnunfuhrjedesmitseinemsilbernenL6ffelda Hir.
senmus.KaumaberhattensieeinenL6ffelvollgegessen,alssie
sichalleinTiereverwandelten.DieZiegesarinZiegen,
dieOchsenstirnainOchsen,dieRindsmaulinRinder,[……],
undsoeinjedesKindnachdemFamiliennamenineinT r
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diesesNamens．(390)
きび
（試訳）すると今度は，おのおのが銀のスプーンを持って，その黍
がゆめがけて飛んで行きました。子供たちは， しかし， スプーンに
一口食べるや否や，皆，動物に姿を変えてしまったのです。ツィー
、ソイーヶ
ゲザール家の子供たちは山羊に，オクセンシュティルナ家の子供た
オクス リン1．
ちは雄牛に， リンツマウル家の子供たちは牛に（……)，そんなふ
うに，子供たちは，それぞれ自分の姓に従って， このような名前の
動物に姿が変わってしまったのです。
この他にも，上記の子供たちを毒殺するのに失敗し，文字どおり「百舌」に姿
を変えられたノインテーター（「テーター」には「殺害者」の意味もある）
(390)，後半部で巨大な「雄山羊」に変身する木製の偶像プンペリリオ・ホル
ツェポック （「ホルツ」は「木」の意で， 「ボック」は「雄山羊」の意）
(420）など，人が動物へ，物が動物へ，それ自身の名前の意味に応じて，可逆
的不可逆的に交替する。
これらはすべて，実際には存在しない言語上の創造物であり，その存在は，
移るい易い響きの魅力に大幅に負っているために，ヴュールルが述べるよう
に， 「ともするとこれらすべては（……）抑制をはずされたファンタジーの
重要でない戯れとして，つまり， 『堕落した」言葉の曲芸の意味のない空転と
して片付けられかねない｡｣9)その点，コールシュミットは，詩人の命名行為
の特徴を極めて正確に言い当てている。 「（……）その言葉遊びはもちろん
（……）同一語幹の多義性の遊びではなく，本質に向けられた言語可能性の官
能性(Sinnlichkeit)の遊びである｡」'0）また，「これは， とどのつまり，
外面的なこと，あるいは単なる子供向けのものではなくて，それと同時に，前
景的なものと背景的なもの相互の出会いの場である深い意味との関連豊かな遊
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びでもある。 （……) ｣'')つまり名前は物の本性に関わっているのである。
『ファンファーリースヒェン』においては，人間界と自然界との分裂が，詩
人のファンタジーの力で止揚されて，言語的にも，人間と自然との調和の状態
が実現しているように見える。合理性・効用性の名のもとに抑圧され，局部化
した言葉に， イメージ的全体性を回復することは，詩人にとって， 自分と自分
を取り巻く世界との有機的全体性のイメージを回復する上で，極めて重要な意
味を持っている。ブレンターノにとっての言葉は，蒐集され， ピンで留められ
た標本としての言葉ではない。個々の言葉には，半ば忘れられ，断片化した民
衆の記憶が封じ込められている。それらは，詩人のファンタジーによって呼び
出され，物語へと展開されることを期待している。ただし，その際，学問的・
文献学的やり方は，ブレンターノのものではない。詩人にとっては，民衆の
ファンタジーを生きたまま取り出すことが，何にも増して重要なのである。固
有名詞，慣用語法など，記号化した言葉を，わざとその本来の意味に即して取
ることは，言葉を語源へ向かって遡ることであり,12)言葉が無垢の輝きを帯
びて， この世に飛び出してくる，言葉の誕生の現場に立ち会うことでもある。
メールヒェンの世界では日常的な秩序が解体され，そこには，思いがけないも
の同士が，思いがけないやり方でひきつけあう，強力な詩的磁場が形成され，
純粋無償の遊びと不思議に満ちた魔術的空間が成立するのである。
このように述べてくると，詩人はまるで，創造主の無上の喜びに浸って言葉
を支配し， メールヒェンを語っているように聞こえるかもしれない。ところ
が，言葉は詩人の手を離れ，理性によって統制，整序される以前の，生命力溢
れた動きを見せる。ここでは，言葉が物語の主導権を握っており，詩人は，言
葉の自律性に，詩人としての主体性を完全に剥奪されてしまう。分裂した自我
にとって，魔術的世界の中に夢のように溶解し， 「語り」の匿名性に没するこ
とは，何ものにも替えがたい至福を意味するが， しかし，言葉の自律性に完全
に身をゆだねることは，他方で，退行の果ての死に対する恐怖の念を，詩人の
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心に呼び醒まさずにはおかないのである。ともすると，際限なく増殖を続けが
ちな言葉には， メールヒェンの世界を背後から支える強力な構成の意志が必要
となる。ブレンターノがバジーレのメールヒェンを下敷きにしたひとつの理由
も，実はここにある。言葉に対する類稀れな感受性によって，言葉に封じ込め
られた民衆のファンタジーへ，言葉の非人称的な深層へと降りていった詩人は，
バジーレのメールヒェンに脈々と流れている， もうひとつの民衆のファンタジー
との幸福な出会いを経験する。詩人は詩的状況に，完全には埋没していない。
『ファンファーリースヒェン』は，例えば， 『ミルテの精のメールヒェン』の
ような初期のメールヒェンほど陶酔的ではない。詩人は，バジーレの原作に登
場する人物や様々な象徴を借りてメールヒェンを語りながら， 自分自身を支配
している圧倒的なファンタジーに対する意味を求めている。詩人は，新たな視
点から， ファンタジーを対象化しているのである。これは，夢の世界との決定
的な訣別を意味する。それでは，ブレンターノは， 自分自身のファンタジーを
どのように解釈しているのか。それを，次に， メールヒェンの具体的内容に即
して検討してみることにしよう。
ラウダームス王とファンファーリースヒェンのこのやりとりを見ていただき
たい。
ファンファーリースヒェンは
シェ.--ホプュースヒr_ン
きれいな足をしておる，
大きすぎもせず，小さすぎもせず。
おまえの前掛けから
適当な国務大臣をひとり振り出してみよ！
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｢お殿様，そらこのとおりにございます！」（387）
望みのものを何でも振り出すことのできるファンファーリースヒェンの前掛
けは，万能のファンタジーの象徴と考えていいだろう。いまでは年老いたファ
シ夏.一ネブー2－スヒニシ
ンファーリースヒェンも，その名のとおり，依然として若々しい美しい足
の持ち主である(427f､)。このように矛盾に満ちていながら，なおかつ調和の
とれた姿は，思いがけないもの同士を結びつけるファンタジーの守護精霊を思
わせる｡'3）イェールムは，王に即位するや， この前掛けを引き裂いて大きな
穴を空けさせ， ファンファーリースヒェンを城外へ追放してしまう （387)。さ
て， これによって， これまで前王ラウダームス（ラテン語で「我々は誉め讃え
る」の意）が治めてきた王国'4）とイェールムとの関係にも，ほどなく破綻が
訪れる。イェールムは，王位を剥奪され，ベッサーディヒの町から追放される
ことになる（392)。イェールムは，最初の人間の堕罪のありさまを思わせる。
前掛けに大きな穴を空けさせたことは， イェールムがファンタジーに対して， も
はや全幅の信頼を置いていないことを表している。ファンタジーに懐疑を抱い
た瞬間，詩人はファンタジーの恩開から失墜するが， イェールムは， 自意識に
目覚めた詩人の自画像を思わせる。メールヒェンでは， イェールムの罪の穂れ
が取り除かれることによって，彼にいったんは失われた楽園との絆が回復され
る過程，つまり， イェールムの象徴的な「死」と「再生」の過程が物語られる
ことになる。この楽園探究の物語は，デモーニッシュな怪物，愛らしい小鳥や
小動物たちの活躍，それに一貫する「熊」のイメージ，同時代の文学批判， イ
ロニーの効いたヴィッツなどで驚くばかり豊かな織物に織り上げられている。
さて， イェールムの心の中では，抗いがたい悪への衝動が荒れ狂っている。
彼は町から追放された後，以前にも増して放縦な生活を送る(392ff.)。イェー
ルムは，世界の中に存在の基盤を失った者である。彼は自分に相応しい地位で
ある王位を求めて，その激しい渇望に苦しむ。彼は次々と妃を迎えては， これ
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をプンペリリオの前で殺害し， この木の偶像に繰り返し繰り返し伺いをたて
る。
プンペリリオ・ホルツェポック！
教えてくれ，
いつファンファーリースヒェン
シェーネフュースヒェン嬢は
死ぬのだろうか。
いつになったら俺はベッサーディヒに戻れるのだろうか。 （393）
バジーレの『龍』の王は，彼の王位を剥奪した性悪の魔女への逆恨みという単
純な理由で， この魔女が治める国の娘たちから貞操を奪い， これを皆殺しにし
ようと決意している。15）それに対し，イェールムを突き動かすのは， もっと
深くもっと不可解な力である。イェールムは「自分探し」の病に取り畷かれて
いる。
これに対するプンペリリオの返答はこうである。
ファンファーリースヒェン盲目，
ウルズルスあの子供
風のように素早く
ベッサーディヒを手にいれる。 （393）
プンペリリオは，不可解な返答によって， イェールムの「自分探し」の衝動を
我慢できないほどに強める。イェールムは神を忘れ，ひたすら自己認識の衝動
に囚われている。フリューヴァル卜によれば， 「ブレンターノの反合理主義的
な詩法においては，人間の認識衝動は原罪と同一視される。そして，常に求め
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て求め得ない無意識の調和的な，それ自身の中で安らっている状態が楽園の回
復を意味する」'6） という。イェールムが身を捧げるプンペリリオとは， キリ
スト教的な意味における悪への誘惑者である。プンペリリオは， イェールムの
魂を蝕む重く暗い破壊的な力で，土と血と深く結びついている。マテスが深い
洞察を以て語るように， 「堕罪によってこの世に原罪が生まれ，神の楽園が失
われ，信仰と知の分裂が人間の意識の中に持ち込まれたのだが，乾ききった場
所に位置するプンペリリオ・ホルツェポックは，その堕罪の連続性を具体的に
表現している｡｣'7)バジーレの『龍』における木の彫像は中立的な単なる予言
者としてごくあっさりと扱われており,18)プンペリリオのような深い宗教的
な意味付けは行われていない。
その後，心根が優しく，信心深く，世にも美しい花嫁ウルズラを嬰るに及
び， さすがのイェールムもおのれの残虐行為を恥じ，深く反省するようにな
る（400)。ウルズラとの結婚の後にイェールムを責め苛むのは，深い罪のコン
プレックスである。 1835年-37年に成立した改訂増補版19）では，イェール
ムは， ラウダームス王と王を輻して妃の座におさまったスカンダーリア・イム
モラーリア（「スキャンダル・不道徳」ほどの意）との間に生まれた子とさ
れ,”） イェールムの中で荒れ狂う悪への性向は，母方から彼の中に流れ込ん
でいる血の呪い，つまり，原罪として明確に理由付けられている。
一方， ウルズラ（＝ツィーゲザール嬢）とその息子ウルズルス（両者ともに
「熊」の意）は，その非の打ちどころのない性格と，美貌と，献身的な愛情に
より，意図せずしてイェールムにおのれの罪の職れを思い知らさせる人物であ
る。二人は， イェールムの魂を浄化し，彼に免罪の希望を与える慈悲を象徴し
ている。ウルズラは， どんな苦境に陥ったときも， 自然と結びつき且つ自然を
越えた絶対的な力である神への信心を捨てない。心正しい，無垢の者には，自
然の奇跡的な霊力が働く。イェールムに殺された乙女たちの亡霊が訪れるとき
も（398)，イェールムにあやうく殺されかけるときも（404)，また塔の中に幽
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閉されているときも（411,413)，天上に輝きウルズラを勇気づけてくれる大
熊座は，彼女の守護神である。ウルズラは， イェールムと対照的に，天上の力
と結びついている。ウルズラの息子ウルズルスについては，その超自然的な出
生の様子が語られている。バジーレの『龍』のミウッツィオは，間違いなく王
の実子であるが,21)ウルズルスは， ウルズラと大熊座との陶酔的な交感に
よってこの世に生をうける(413f､)。ブレンターノは，ゲノフェーファ伝説を
借りて， ウルズラとウルズルスの穂れなさを讃えているが， この二人は，詩人
自身の純粋さへの激しい渇望，宗教的平穏への強い憧れが呼び出した人物であ
る。ツァーンは， 「人間の魂を占める世界の諸力の対立が『ロザリオのロマン
ツェ』に象徴的に表現されている」狸）と言うが，詩人は『ファンファーリー
スヒェン』においても，世界をイェールムをめぐる善悪二力の対立であると明
確に認識している。作品を満たす敬虐な中世的雰囲気，高い宗教性，深いメラ
ンコリックな気分において， 『ファンファーリースヒェン』は， 『遍歴学生の
手記』， 『ロザリオのロマンツェ』に連なる作品である。
イェールムも， とうとうプンペリリオの恐ろしい正体に気付き，激しい怒り
に駆られてこれを真っ二つに切り倒すが，黒煙とともに巨大な雄山羊に変身を
遂げたプンペリリオ・ホルツェポックが， イェールムに向かってこう語るとこ
ファンタジー
ろで， メールヒェンの重心が詩的言語・詩的想像力の問題に移行する。
｢プンペリリオは打ち壊せたが，ホルッェボックはそうはいかない｡」（420）
プンペリリオ・ホルツェポックは，ふたつの言葉から合成された，現実には
存在しない純粋に言語上の怪物である。一方のプンペリリオは， イェールムの
自己認識衝動を強め，彼を否応なしに殺人の罪へと引き摺り込む悪への誘惑者
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であった。それでは， もう一方のホルツェポックとは何者であろうか。これは，
詩人の無意識から分離され， 自立性を獲得したイメージで，詩人の自意識に
より原罪の呪いと解釈されるデモーニッシュなファンタジーの象徴である｡23）
そして， イェールムにより後に妃に迎えられ， イェールムを意のままに操る
ヴュルギ労入(412ff.)24)は， このケシ初リオ．ホルツェボックの姉妹
（あるいは，むしろ分身）であり， ファンファーリースヒェンの最大の敵とさ
れている（437)。ヴュルギプンパは，ファンファーリースヒェンの眼を潰し，
王国にファンタジーの悪の支配を確立しようとしている(424ff.)。
ところで，先程も述べたように，名前は物の本性に関わっている。登場人物
たちは， まるで植物の種子のように， 自分の名前の中に， 自分の冒険を， 自分
の運命を， 自分の不幸を宿している。つまり，彼らは言葉の圧倒的な支配の下
にある。ヴュルギプンパは， このような言葉を扱うとろを心得ており，悪意に
満ちたやり方で， この言葉の力を巧みに逆用する。ヴュノレギプンパはウルズル
スの言葉尻を取って，彼を亡きものにしようとする。 「何を建てるつもりか」
というヴュルギプンパの問いに対し， ウルズルスはこう答える。
,,Schl6sserindieLuft,IhroMajestat!$(421)
(試訳） 「つまらない空想を描いているのです，お妃様！」
この答えは，字義通り取れば， 「空中楼閣を建てる」という意味である。ウル
ズルスは，実際に空中楼閣を建てなければ，生命を奪われることになる｡25）言
葉は圧倒的な運命と化し，人物だけでなく， メールヒェンの進行をも呪縛して
‐ノ ー,・ンタン・－
しまう。詩人は， これを，詩的言語・詩的想像力に受け継がれてきた原罪の呪
いと解釈している。
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苦難の時，いつも決まって彼を助けるのは，かつてウルズラに家族の生命を
救ってもらった百舌のノインテーター（395）を始めとする小鳥たちである。
ここでは， ウルズルスによって紙と厚紙でこしらえられた教会の雛形が，無数
の小鳥たちによって瞬く間に空中に組み立てられていく （423)。ウルズルス
は，母ウルズラとともに， キリスト教的無垢の象徴であり，輝かしい「生」の
象徴である。詩人は， ウルズルスにおいて，神や自然と自由に交感する無垢の
子供の聖性を讃えている。マテスは語る。 「原罪に対して決定的な一撃を加え
ること，そして人間に科された呪いを打ち破ることは，人間を超越した例外的
な立場のおかげで， ウルズルスだけにできるのである｡｣坊）ウルズルスには，
原罪のおぞましい磯れを無垢の子供の自発的な愛と行動力によって洗い流して
もらいたいという，詩人の切なる願望が表現されているのである。一方，バ
ジーレのミウッツィオは，無垢の子供というよりはむしろ健全な判断力の持ち
主であり，王の度重なる心変わりに苦しみ，身を以てこの世の無常と因果応報
の教訓を伝える役割を荷なわされている｡幻）彼は極めて人間的で，宗教的意
味合いはむしろ希薄である。
さて，ホルツェボックは，羊飼い， イェールム， ウルズルスの母親へと変
幻自在に姿を変えては， ウルズルスの眼を証かし，彼を打ち負かそうとする
(432ff.)。原罪に薇れたファンタジーは，詩人が手なづけるべき相手ではな
く，戦いを挑んで調伏すべきものである。最愛の母の姿を目の当たりにしたと
き， ウルズルスのホルツェボック退治の意志も，遂に挫けそうになる（433)。
ホルツェポックは「死」の必然を象徴している。ここでも小鳥たちが大活躍
する。かつてウルズラの生命を救った（405）のと同じやり方で，小鳥たちは，
49本のナイフを今度はホルツェポックの上に降らせる（434)。さらに，ノイン
テーターの娘の捨て身の助力を得て， ウルズルスは見事に怪物退治を成し遂げ
る（434)。詔）
民衆のファンタジーにおいて，鳥は，人間の魂，精神の象徴で，突然にひら
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めく考え，思考の流れ，空想などと結びついており，無数の小鳥が飛び交う様
相は，非建設的な空想の断片をあらわすが，それは，著しい退行によって散漫
な空想が生じ，方向づけを失ってしまうことを意味するという｡"）群れ集う
小鳥たちは，善へも悪へも未だ方向が定まっていない，始源的な活力に溢れた，
詩人のファンタジーの象徴でなくて何であろう。また，ホルツェポックから身
を護るウルズルスの楯には，十字架上のキリストを暗示する図柄が描かれてい
る（432）が，これは，容易に地上の罪深さに磯れ，破壊的な渦巻きと化して
しまうファンタジーも，宗教と結びつくことによって初めて，正しく使用され
るのだ， と詩人が考えていることを示している。
ところで， ウルズルスはまたの名を「コムトツァイト ・コムトラート」とい
う （417)。これは，「時が経てば，良い知恵も浮かぶ」という意味であり，運
命と化す言葉のデモーニッシュな支配に対し， これをはるかに越えた神の摂理
を讃える名前である。 「すべての人物は，単に運命や偶然の対象であるだけで
なく，神の摂理の対象でもある（……） 。｣釦）クルーゲがプレンターノの枠物
語について述べたことは，そのまま『ファンファーリースヒェン』についても
当てはまりそうである。
悪が駆逐され，一度は生命を奪われたファンファーリースヒェンが生き返り
（434)，イェールムは改心を遂げ（435)，メールヒェンの世界に至福の楽園が
回復される。ベッサーディヒは， ウルズルスと，いまでは人間の姿に戻り，そ
の妻となったノインテーターの娘が治めることになる（437)。終わりが始まり
につながり，無垢の楽園が永久に持続される。
ところが，回復された楽園から，おとなたちはひとり残らず姿を消してしま
う。感動のあまり，その場で絶命してしまうイェールム（437)。また，詩人が
さり気なく， しかも少々センチメンタルにおのが姿を描き込んだとされる老羊
飼い31）もこの世を去る（438)。ウルズラはベッサーディヒの外で，祈りと労
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働の生活に入る（438)。これと入れ替わるように，新しい妃は，偶然にも義
母と同じウルズラという名前であることが明らかになる（437）が，ファンファ
ーリースヒェンは， この新しい妃ウルズラに自分の能力のすべてを明け渡して
消えてしまう （438)。詩人ひとりを残して，メールヒェンの世界が急激に遠去
かっていく。この幻滅感は， 『ゴッケルとヒンケルのメールヒェン』の結末に
おいてさらに顕著に看て取れる。夢から覚めていくようなこの妙に白々しい気
分は，何を意味するのだろうか……。詩人の自意識がメールヒェンの自足を許
さないのである。これは，一度自意識に目覚めてしまった者は，宗教の力にす
がっても， もはやファンタジーの無限の恩寵に浴することができないというこ
とをあらわしている。この結末は， 「詩作によっては存在の問題，意識の堕罪
は取り除くことはできないというプレンターノの絶望｣32）の表現である。
1810年以降に構想された枠物語について述べたこのクルーゲの言葉は，やはり
一種の枠物語と考えられるこのメールヒェンにも，そのまま当てはまりそうで
ある。
バジーレの『龍』がやはりそうであったように， 『ファンファーリースヒェ
ン』も，始めの構想に依る限り，ある魔女に科された「罰」として語られたも
のである｡33）ミッタークは， 「語りの自発性」の錯覚を成立させる書き方と
して， メールヒェン中でもうひとつのメールヒェンが語られる状況が作り出さ
れているのだ,弧） と説明しているが， これは，むしろメールヒェンを「語る」
という行為が極めてイローニッシュに相対化されていると考えるべきではない
だろうか。ザイドリーンは， 『ファンファーリースヒェン』の改訂増補版の大
きな特徴として，語り手自身が物語の中に入り込んできて，我々の目の前で物
語を語る点を指摘している｡35）語り手は物語の語り手であると同時に，語ら
れている物語の一部となり，そのため，創造物が自分自身を映し，創造者が創
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造物の中に沈んでいく。ザイドリーンは， ここに詩人のロマンテイツシエ・イ
ロニーを見ている。 「世界が私を造ったのか，それとも私が世界を造ったの
か｡｣36）語り手自身のアイデンティティが宙に浮き，疑問に付される。同様
の状況は， 『ゴッケルとヒンケルのメールヒェン』において， さらに不安な調
子で繰り返されている｡37)詩人は，自己弁解でもするように， 「語る」行為
を「罰」と規定するか， また最終的には，詩人としてのアイデンティティを宙
吊りにすることによってしか， もはや詩作が不可能になっている。自分自身の
楽園回復は見果てぬ夢と知りつつ，それでも繰り返し繰り返しメールヒェンの
世界を呼び出さずにはいられないところに，詩人の絶望的な状況がある。
詩人のファンタジーは破れている。ファンファーリースヒェンの前掛けは依
然として穴が空いたままなのである。
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『ファンファーリースヒェン』においては性的なニュアンスは見掛け上きれいに殺
菌されているが，そのため逆にそれらが内向して， メールヒェンの中に深く潜行し
ていると言えるかもしれない。ブレンターノは， しばしばファンタジーを圧倒的な
官能性の呪いとして表現するが，婚礼のその日のうちに次々と妃を刺殺するイェー
ルムの行為に， ドン・ファン的な性的な暗示を読み取ることができるかもしれない。
また，マテスが述べるように，力溌るグロテスクな雄山羊ホルツェポックに何かし
ら官能的な気配を嗅ぎ取ることも難しくない。
ブレンターノの女性像には，彼の恋愛体験が色濃く影を落としている。いつしか聖
母マリアと同一視される実母の面影が， ウルズラの救済的な女性像に伺えるし，破
壊的な恐妻ヴュルギプンパは，肉体的魅力で詩人を誘惑する彼の二人目の妻アウグ
ステを思わせる。
Vgl.Basile:Ebd.S、56．
バジーレの原作でも， ミウッツィオに空中楼閣を建てるという無理難題が課される
が，そこでは言葉遊びによる好計は一切用いられていない。
Mathes:Ebd．S・’75.
vg1．Basile:Ebd.S、51,67.
18)
19）
???? 》??????（ ?』 ?
23）
24）
25）
26）
27）
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バジーレの原作はバロック的な教訓課であり，例えば，冒頭には， 「人を呪はば穴
二つ｣，結末には，「慈善の種を蒔く者が，感謝を収穫する」などの諺・格言の類
が見られる。
vgl．Basile:Ebd．S、60ff.bes．S、64.
『ファンファーリースヒェン』と違ってバジーレの原作では， 「木の彫像」と退治
される「龍」は全く無関係である。しかも「龍」は易々と退治されてしまう。この
ことからも，ブレンターノのファンタジーが，いかに不気味な， しかも厄介な代物
であるかが分かるだろう。
河合隼雄：昔話の深層。福音館書店。 1983年。56-57頁参照。
Kluge,Gerhard:ClemensBrentanosErzahlungenausdenJahrenl81018.
BeobachmngenzuihrerStrukturundThematik・In:ClemensBr ntano.
BeitragedesKolloquiumsimFreienDeutschenHochstiftl978.Hrsg.
vonDetlevLiiders.TUbingenl980.S、134.
Vgl．Werke,Bd.3.S、1156.
Kluge:Ebd.S.118.
『メールヒェンのメールヒェン，またはリープゼールヒェン』が，ブレンターノの
『イタリア・メールヒェン』全体の枠を形成するはずのメールヒェンであり，始め
の構想では， 10人の語り部がl晩5話ずつ，全部で50話のメールヒェンを語ること
になるはずだった。
Vgl.Mittag,Susanne:ClemensBrentano.,,Ein Autobiographieinder
Form"･Heidelbergl978.S、138.
Seidlin:Ebd．S.45.
Ebd．S、38.
ザイドリーンは， この『ゴトヴィ』第2部のための献辞をキーワードにして，論を
展開している。
vgl･Frye,LawrenceO．:Th ArtofNarrating.ARoosterHero
inBrentanO'sDasMa7℃向eねzわれGocheJ"7zdH2城el・In:Euphorion72
(1978).S.400-420.
フライは語り手アレクトリオに注目し，『ゴッケルとヒンケルのメールヒェン』の
極めて独特な枠物語の構成を分析している。
28）
29）
30）
31）
32）
33）
34）
35）
36）
37）
(付記）本研究は，昭和62年度文部省科学研究費補助金（奨励研究A)の助成を受けて
いる。
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●●
UberClemensBrentanos
"DasMirchenvonFanferlieschenSchOnefiiBchen"
-DieaufgerisseneSchiirzeoderdiezerrissenePhantasie-
Th"eshjYAMASHI7H
BisindiejiingsteZeitfindetsicht ber'BrentanosMarcheneine
Verlautbarungwiediese: ,,Allesi tStoff,undnichtsis Untiefe"
(Thalmann)．AberBrentanosVerhaltniszurSpracheistti fgrei-
fenderalsdasalleranderenZeitgenossenundtrotzihr rscheinbaren
EinfaltigkeitundBequemlichkeithabenBrentanosMarchenimBezug
aufdasVerhaltniszwischendemDichterundderDichtungeinekaum
iibersehbareProblematik.
WegenderiiberwaltigendenFlutderPhantasiemuBteBrentano
schlieBlichimJahrel812aufdieVollendungder,,Roma zenvom
Rosenkranz"ver ichten,womitersichseitzehnJahrenbeschaftigt
hatte.,,DasMarchenvonFa ferlieschenSch6nefiiBchen$@entsteht
wahrscheinlichimJahl℃1816alsoetwaeinJahrvorseinerBekehrung
zurkatholischenKirche・Umd es ZeitsindseineseelischeUnruhe
unddieDisharmoniedesSeinssoscharfgeworden,daBsienicht
mehrwiederherstellbarwaren.DerVerlustderLiebeunddeshalbdie
SehnsuchtnachihrtreibtihnimmerwiederzurMarchen-Dichtung.
ObwohlerweiB,daBPhantasienurunvollkommenerErsatzderLiebe
ist,willersichmitHilfeihrerR ttungskraftindiekindlicheWelt
retten,womannochkeineDisharmoniedesSeinserlebt,sonderninder
seligenGanzheitmitderWeltruht.
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DabeispieltdieNamengebungalsWortspieleinegroBeRolle.Im
MarchenentstehtdamiteinZauberraum,woallesmitallemverwandtist
undallessichinallesandereverwandelnkann.Hierergreifennichts
andexでsalsdieWorteoderdieW6rterdieInitiat vedesErzahlens.
WahrendesdemDichterdashらchs Gliickist,sichselbstinder
AnonymitatdesErzahlensganzundgarzuvergessen,erregtesdochin
ihmdieFurchtvordemTodalsdasEndederRegression.In,,Fan-
ferlieschen"versenktsichderDichternichtga zndiedichterische
Situation.ErsuchtnachdemSinnderPhantasie,dieihnimmergewaltig
beherrschenwill.
K6nigJerumlfiBteingroBesLochin dieSchiirzereiBen,
dieFanferlieschentragtunddiedieallmachtigePhantasiesymboli-
siert.InJerumsGestaltstelltderDichterdenunwiderstehlichen
ErkenntnistriebalsErbsiindedar,diedermoderneMenschunbedingt
insichhegensollte.UndPumpelirioHolzebock,deranfangseinh61-
zernerG6tzeistundsichnachherzueinemungeheurenBockverwandelt,
istderVerfiihIErzumB6senundzugleicheinSymbolderverfluchten
Phantasie,dieleichtzumdamonischenWirbelverdirbtundalsabsolutes
VerhangnisnichtnurdiePersonen,sond rnauchdieHandlungdesMar-
chensbannt・E dlichvertilgtUrsulus,diech istlicheUnschuld,mit
HilfederunzahligenV6geldasUngeh uerunddasParadieswirdwie-
derhergestellt.Mank6nnteimGestaltdesUrsulusdenWunschdes
Dichtersbetrachten,d Bdieh iligeKraftdesKindesdenSchmutz
unddieSiindederPhantasiereinigenm6ge.
AberwereinmalzumSelbstbewuBtseinerwachthat,kanngarn cht
mehrdieSeligkeitderPhantasiesch6pfen・DasBewuBtseind s
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DichterslaubtdemMarcheneinegliicklicheSelbstgeschlossenheit
nicht.AmEndetretenallErwachsenenausdemParadies.Das
ParadiesentferntsichsehrschnellvondemDichter.
■申
UbrigenswirdentsprechenddemerstenPlan"FanferlieschenG@als
eineSchuldvoneinerHexeerzahlt.WennderDichterseineEr-
zahlenstatals,eineSchuld.relativiertoderseineldentitatals
Erzahler.inFragestellt,kannerjetztnurweitererzahlen.Es
istabereinesehrjammerlicheSituation,daBderDichtergarnichts
ande'Eskann,alsdaseinmalverloreneParadiesimm rwiederzuriickzu-
rufenmitdemklarenBewuBtsein,da esgarnichtmehrm6glichist.
DieSchiirzeFanferlieschensbleibtdeshalbimmernochaufgerissen.
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